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谷
一
・
酪
農
学
園
大
学
教
授
）
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

同
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
四
人
の
う
ち
、
筆
者
を
含
め
二
人

が
参
加
し
た
。
当
日
の
様
子
に
つ
い
て
以
下
に
概
要
を
報

告
す
る
。

２
．
札
幌
に
も
あ
っ
た
タ
コ
部
屋
労
働

　

集
合
場
所
の
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
前
を
貸
切
バ
ス
で
午
前
九
時

に
出
発
し
、
参
加
者
一
行
が
最
初
に
向
か
っ
た
の
は
南
区

の
藻
岩
山
方
面
。
こ
の
山
の
東
側
の
斜
面
の
一
角
に
、
現

在
は
北
海
道
電
力
（
北
電
）
が
管
理
す
る
水
力
発
電
所
の

一
つ
「
藻
岩
発
電
所
」（
ダ
ム
水
路
式
水
力
発
電
所
、
出

力
一
万
二
六
〇
〇
kW
、
一
九
三
六
年
九
月
運
転
開
始
）
（
３
）

が

あ
る
。
同
発
電
所
お
よ
び
隣
接
す
る
「
藻
岩
浄
水
場
」
の

建
設
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
タ
コ
部
屋
労
働
あ
る
い
は
タ
コ

労
働
と
呼
ば
れ
る
人
権
無
視
の
強
制
労
働
の
歴
史
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
。

　

発
電
所
に
着
く
ま
で
の
間
、
移
動
中
の
バ
ス
内
で
、
こ

１
．
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
開
催
と
な
っ
た
第
四
一
回

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
労
働
文
化
協
会
（
会
長
＝
神
谷

忠
孝
・
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）（
以
下
、
労
文
協
）
は

二
〇
二
〇
年
九
月
二
六
日
、「
第
四
一
回
全
道
勤
労
者
文

学
歴
史
探
訪
」（
以
下
、
文
学
歴
史
探
訪
）
を
開
催
し
た
。

秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
天
候
の
も
と
、
道
内
か
ら
二
七
人
が

参
加
し
た
。

  

労
文
協
主
催
の
文
学
歴
史
探
訪
は
、
第
三
六
回
ま
で
は

「
文
学
散
歩
」
の
名
称
で
、
年
一
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
長

年
続
け
ら
れ
て
き
た
現
地
視
察
事
業
で
あ
る
。
毎
回
、
視

察
先
と
テ
ー
マ
を
定
め
、
史
跡
や
歴
史
的
遺
構
、
博
物
館
・

美
術
館
な
ど
の
文
教
施
設
、自
然
景
勝
地
な
ど
を
訪
れ
る
。

参
加
者
は
会
員
な
ど
か
ら
募
集
し
、
貸
切
バ
ス
で
一
泊
二

日
な
い
し
二
泊
三
日
の
日
程
で
旅
を
す
る
と
い
う
の
が
通

例
で
あ
る
。

　

主
催
団
体
の
関
係
者
に
よ
る
と
、
第
四
一
回
も
通
例
に

従
い
、
当
初
は
十
勝
方
面
へ
の
一
泊
二
日
日
程
の
視
察
を

企
画
し
、
一
定
の
段
階
ま
で
準
備
を
進
め
て
も
い
た
が
、

二
〇
二
〇
年
二
月
頃
か
ら
道
内
で
も
深
刻
化
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
初
夏
の
段
階
で

当
初
の
企
画
内
容
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
結
果
と
し

て
、
一
日
日
程
（
午
前
九
時
～
午
後
五
時
）
で
札
幌
市
内

の
視
察
を
行
う
縮
小
開
催
と
な
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
足
下
の
札
幌
市
の
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
学

ぶ
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
第
四
一
回
は
、「
さ
っ
ぽ
ろ
文

化
遺
産
の
再
発
見
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
「
北

海
道
遺
産
」
（
１
）

に
選
定
さ
れ
た
施
設
や
、「
さ
っ
ぽ
ろ
・
ふ

る
さ
と
文
化
百
選
」
（
２
）（
以
下
、
文
化
百
選
）
に
指
定
さ
れ

た
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
数
多
く
訪
問
す
る
こ
と
が
企
画
さ
れ

た
。
足
下
ゆ
え
現
地
ま
で
の
移
動
に
長
い
時
間
を
要
し
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
日
日
程
な
が
ら
充
実
し
た
内
容
と

な
っ
た
。

　

こ
の
第
四
一
回
文
学
歴
史
探
訪
に
、当
研
究
所
か
ら
は
、

所
内
設
置
の
「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
」（
主
査
＝
押

　

正　

木　

浩　

司

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
レ
ポ
ー
ト

文
化
遺
産
の
視
察
を
通
じ
て
札
幌
の
近
代
史
を
学
び
直
す

　
─「
第
四
一
回
全
道
勤
労
者
文
学
歴
史
探
訪
」に
参
加
し
て
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れ
か
ら
向
か
う
施
設
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
場
所
な

の
か
を
説
明
す
る
車
内
講
話
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
「
札

幌
郷
土
を
掘
る
会
」
と
い
う
市
民
団
体
の
小
松
豊
さ
ん
。

藻
岩
発
電
所
が
建
造
さ
れ
た
昭
和
初
期
（
一
九
三
四
年
着

工
、
三
六
年
完
成
）
の
時
代
背
景
と
、
そ
こ
で
強
制
労
働

の
犠
牲
と
な
っ
た
日
本
人
・
朝
鮮
人
の
生
活
・
労
働
実
態

に
つ
い
て
、
当
時
の
状
況
を
記
録
し
た
資
料
も
用
い
な
が

ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。
建
設
に
は
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
る

様
々
な
素
性
の
労
働
者
が
従
事
し
、
こ
の
中
に
は
、
国
内

の
ど
こ
か
か
ら
言
葉
巧
み
に
札
幌
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
日

本
人
や
朝
鮮
人
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
彼
ら

は
過
酷
な
環
境
の
も
と
で
強
制
的
に
働
か
さ
れ
、
時
に
は

虐
待
な
ど
の
非
人
道
的
な
扱
い
も
受
け
た
と
い
う
。
率
直

に
、
札
幌
に
も
タ
コ
部
屋
労
働
が
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的

事
実
を
知
ら
さ
れ
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

　

発
電
所
を
眼
前
に
臨
む
緑
地
帯
で
バ
ス
を
降
り
た
一
行

は
、そ
の
外
観
を
眺
め
な
が
ら
若
干
の
説
明
を
受
け
た
後
、

す
ぐ
さ
ま
発
電
所
の
東
側
、
石
山
通
（
国
道
二
三
〇
号
）

を
若
干
北
上
し
、
山
鼻
河
川
敷
公
園
（
中
央
区
南
三
〇
条

西
一
〇
丁
目
）
へ
移
動
。
こ
の
公
園
内
の
一
角
に
「
藻
岩

犠
牲
者
の
碑
」
が
あ
る
。
碑
に
刻
ま
れ
た
説
明
文
に
よ
る

と
、
碑
は
「
北
電
藻
岩
発
電
所
建
設
工
事
犠
牲
者
の
碑
を

建
て
る
会
」
が
一
九
九
四
年
六
月
一
一
日
に
建
立
し
た
も

の
で
あ
り
、
藻
岩
発
電
所
・
浄
水
場
建
設
の
強
制
労
働
で

犠
牲
と
な
っ
た
推
定
八
〇
人
を
超
え
る
日
本
人
・
朝
鮮
人

を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
強
制
労
働
の
事
実
を
後
世
に
伝

え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
建
て
る
会
」

に
は
労
文
協
の
関
係
者
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
の
こ
と

で
、
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
上
で
の
意
思
あ
る
い
は
問
題

意
識
の
重
要
性
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
。

３
．
開
拓
時
代
の
都
市
形
成
を
支
え
た
札
幌
軟
石

  

藻
岩
発
電
所
を
去
っ
た
一
行
は
南
区
を
さ
ら
に
南
へ
。

文
化
百
選
の
一
つ
「
伝
説
・
お
い
ら
ん
淵
」
を
藻
南
橋
か

ら
眺
め
、程
な
く
辿
り
着
い
た
の
は
「
石
山
緑
地
」
で
あ
っ

た
。
こ
こ
は
元
々
は
「
札
幌
軟
石
」
の
名
で
知
ら
れ
る
溶

結
凝
灰
岩
の
採
掘
場
跡
で
あ
り
、
こ
れ
を
市
が
彫
刻
家
集

団
の
協
力
の
も
と
再
整
備
し
た
の
が
現
在
の
姿
で
あ
る
。

採
掘
の
痕
跡
を
残
す
山
の
斜
面
も
露
わ
な
緑
地
の
敷
地
内

に
は
、
数
々
の
彫
刻
作
品
の
ほ
か
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
劇

場
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
大
規
模
な
彫
刻
空
間
も
あ
る
。

　

現
地
に
着
く
と
、
こ
こ
で
の
ガ
イ
ド
役
で
あ
る
佐
藤
俊

義
さ
ん
と
合
流
。「
札
幌
軟
石
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う

市
民
団
体
で
事
務
局
長
を
務
め
る
佐
藤
さ
ん
か
ら
は
、
自

作
の
紙
芝
居
を
用
い
な
が
ら
、
四
万
年
前
の
支
笏
火
山
の

噴
火
に
遡
る
札
幌
軟
石
の
生
成
の
経
緯
、
明
治
期
に
札
幌

の
開
発
を
進
め
る
開
拓
使
が
軟
石
に
目
を
つ
け
た
理
由
、

軟
石
を
建
築
材
に
利
用
す
る
際
の
加
工
方
法
な
ど
に
つ
い

て
広
範
で
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

札
幌
軟
石
を
全
面
に
活
用
し
て
建
築
さ
れ
た
建
物
は
今

も
札
幌
市
内
の
各
所
に
い
く
つ
か
現
存
し
、
中
に
は
文
化

百
選
に
選
定
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
代
表
的
な
例
と
し
て

は
「
旧
札
幌
控
訴
院
」（
現
・
札
幌
市
資
料
館
、
中
央
区

大
通
西
一
三
丁
目
）
や
「
カ
ト
リ
ッ
ク
北
一
条
教
会
」（
中

央
区
北
一
条
東
六
丁
目
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。「
札

幌
軟
石
」
自
体
も
二
〇
一
八
年
に
北
海
道
遺
産
（
二
〇
一

八
年
第
三
回
選
定
分
、第
六
一
号
）
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

＜付表＞　主な視察先

藻岩犠牲者の碑
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そ
の
後
、
引
き
続
き
佐
藤
さ
ん
に
よ
る
ガ
イ
ド
を
受
け

な
が
ら
、緑
地
か
ら
程
近
い
場
所
に
あ
る
「
ぽ
す
と
か
ん
」

と
い
う
施
設
へ
移
動
。
こ
こ
も
、
文
化
百
選
に
選
ば
れ
て

い
る
、
札
幌
軟
石
製
の
建
築
物
の
一
つ
で
あ
り
、
元
々
は

「
旧
石
山
郵
便
局
」
の
建
物
で
あ
っ
た
。
現
在
は
内
部
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
市
民
有
志
に
よ
り
物
販
と
カ
フ
ェ
の
営

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ぽ
す
と
か
ん
」
の
向
か
い
側
に
位
置
す
る
「
石

山
振
興
会
館
」
は
、
元
々
は
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）

年
に
廃
線
と
な
っ
た
定
山
渓
鉄
道
の
「
石
切
山
駅
」（
一

九
一
七
年
開
業
）
の
旧
駅
舎
で
あ
る
。
同
鉄
道
の
駅
舎
と

し
て
は
唯
一
現
存
し
、
腰
壁
の
部
分
に
札
幌
軟
石
が
使
わ

れ
て
い
る
。

４
．
札
幌
開
拓
の
祖
・
大
友
亀
太
郎
の
事
績
を
学
ぶ

　

石
山
緑
地
と
そ
の
近
隣
施
設
で
札
幌
軟
石
に
つ
い
て
学

ん
だ
一
行
は
、
昼
食
休
憩
を
と
る
た
め
に
中
央
区
の
ホ
テ

ル
ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
へ
移
動
。
昼
食
後
に
は
、
同
じ
会
場
で

「
札
幌
の
文
化
財

－

「
さ
っ
ぽ
ろ
・
ふ
る
さ
と
文
化
百
選
」

の
中
か
ら
札
幌
創
成
期
を
め
ぐ
る
旅
」
と
題
す
る
特
別
講

演
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
、
市
の
文
化
財
課
に
所
属
す
る

文
化
財
保
護
指
導
員
の
山
川
伸
也
さ
ん
。
講
演
で
は
、「
大

友
堀
」
の
開
削
の
主
導
者
と
し
て
名
を
残
す
大
友
亀
太
郎

や
、「
北
海
道
開
拓
の
父
」
と
も
称
さ
れ
る
開
拓
判
官
の

島
義
勇
を
中
心
に
、
彼
ら
札
幌
開
拓
の
祖
た
ち
の
業
績
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

特
別
講
演
の
聴
講
を
終
え
、
午
後
二
時
に
ホ
テ
ル
を
出

発
し
た
一
行
は
、
次
の
目
的
地
へ
の
道
中
に
位
置
す
る
文

化
百
選
の
選
定
ス
ポ
ッ
ト
を
車
内
か
ら
眺
め
な
が
ら
、
東

区
へ
移
動
。
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
親
子
連
れ
で
賑
わ
う

「
北
海
道
鉄
道
技
術
館
」
（
４
）

の
見
学
を
足
早
に
済
ま
せ
た
後
、

こ
の
日
最
後
の
訪
問
先
へ
と
向
か
っ
た
。

　

最
後
の
訪
問
先
で
あ
る
「
札
幌
村
郷
土
記
念
館
」
は
、

前
出
の
特
別
講
演
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
札
幌
開
拓
の
祖

の
一
人
、
大
友
亀
太
郎
の
役
宅
跡
に
位
置
す
る
資
料
館
で

あ
る
。
大
友
亀
太
郎
の
開
拓
の
事
績
の
ほ
か
、
亀
太
郎
が

そ
の
礎
を
築
き
、
か
つ
て
現
在
の
東
区
に
一
九
五
五
（
昭

和
三
〇
）
年
ま
で
存
在
し
た
自
治
体
「
札
幌
村
」
の
住
民

生
活
・
農
耕
・
歴
史
に
関
す
る
様
々
な
資
料
・
史
料
を
展

示
し
、
こ
れ
ら
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し

て
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
に
創
設
さ
れ
た
。

　

大
友
亀
太
郎
の
事
績
や
関
係
史
跡
な
ど
に
関
し
て
は
、

市
の
文
化
財
等
へ
の
指
定
が
す
で
に
相
当
進
ん
で
お
り
、

「
大
友
堀
跡
」
は
文
化
百
選
に
、記
念
館
の
立
地
す
る
「
大

友
亀
太
郎
役
宅
跡
」
は
札
幌
市
の
文
化
財
（
史
跡
、
一
九

八
七
年
指
定
）
に
、
記
念
館
展
示
の
「
札
幌
村
玉
葱
関
係

資
料
」お
よ
び「
大
友
亀
太
郎
関
係
史
料
」は
同
文
化
財（
有

形
文
化
財
、一
九
八
七
年
指
定
）
に
、こ
れ
ら
を
含
む
「
大

友
亀
太
郎
の
事
績
と
大
友
堀
遺
構
」
は
北
海
道
遺
産
（
二

石山緑地

ぽすとかん（旧石山郵便局）
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幌
最
古
の
寺
と
さ
れ
る
。「
妙
見
堂
」
は
文
化
百
選
の
指

定
（
第
三
四
号
）
を
受
け
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
同
寺
に

は
、
亀
太
郎
が
自
ら
の
守
護
仏
と
し
て
所
持
し
た
妙
見
菩

薩
像
や
、
亀
太
郎
自
身
の
筆
に
よ
る
掛
軸
な
ど
が
所
蔵
さ

れ
る
と
と
も
に
、
塀
の
一
角
に
は
「
幕
吏
大
友
翁
史
蹟
」

の
碑
が
置
か
れ
る
な
ど
、
現
在
に
も
受
け
継
が
れ
る
つ
な

が
り
の
深
さ
が
見
て
取
れ
る
。

　

続
い
て
、
記
念
館
か
ら
徒
歩
数
分
の
場
所
に
位
置
す
る

「
大
友
公
園
」
へ
移
動
。
こ
こ
は
か
つ
て
の
大
友
堀
の
終

着
点
の
跡
地
を
都
市
公
園
と
し
て
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
大
友
堀
は
豊
平
川
の
支
流
の
一
つ
か
ら
取
水
し
、
旧

伏
古
川
に
注
い
だ
全
長
約
四
㌔
の
水
路
で
あ
っ
た
が
、
後

に
一
部
は
創
成
川
と
し
て
整
備
さ
れ
、
一
部
は
埋
め
立
て

ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
公
園
の
入
口
付
近
に
設
置

さ
れ
た
看
板
の
説
明
文
に
よ
る
と
、
同
公
園
は
一
九
六
七

年
に
開
設
さ
れ
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
四
年

度
の
再
整
備
以
降
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

公
園
の
視
察
後
、一
行
は
あ
ら
た
め
て
記
念
館
を
訪
れ
、

〇
一
八
年
第
三
回
選
定
分
、
第
五
九
号
）
に
そ
れ
ぞ
れ
選

定
さ
れ
て
い
る
。

　

記
念
館
そ
の
も
の
の
設
立
経
緯
や
現
在
の
運
営
体
制
・

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
誌
（
二
〇
二
〇
年
五
月
号
）

に
筆
者
に
よ
る
視
察
レ
ポ
ー
ト
を
一
度
掲
載
し
て
い
る

が
、
今
回
の
訪
問
で
は
、
記
念
館
の
近
隣
に
残
る
大
友
亀

太
郎
関
係
の
史
跡
等
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
ず
、
山
田
治
仁
館
長
の
案
内
で
、
記
念
館
の
斜
向
か

い
に
あ
る
「
妙
見
山
本
龍
寺
」
へ
。
こ
の
寺
は
、
亀
太
郎

自
身
が
寺
敷
地
内
の
「
妙
見
堂
」
の
建
設
に
関
わ
り
、
札

館
関
係
者
（
山
田
館
長
、
玉
井
晶
子
事
務
局
長
）
の
案
内

を
受
け
な
が
ら
、
館
内
の
展
示
物
・
史
料
を
見
学
し
た
。

最
後
に
は
館
敷
地
内
の
「
大
友
亀
太
郎
像
」
を
囲
ん
で
の

記
念
撮
影
を
行
っ
て
、
帰
路
に
つ
い
た
。

　

本
文
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
移
動
途
中
の

車
内
か
ら
遠
目
に
視
察
し
た
文
化
百
選
の
選
定
ス
ポ
ッ
ト

も
多
数
あ
り
、
地
図
や
文
献
か
ら
の
情
報
を
見
る
だ
け
で

は
味
わ
え
な
い
現
地
視
察
の
意
義
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
企
画
が
縮
小
さ
れ
、
今
回
の
文
学
歴

史
探
訪
は
足
下
の
札
幌
史
を
学
ぶ
小
さ
な
旅
で
あ
っ
た
は

ず
だ
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
充
実
し
た
歴
史
の
学
習
の

本龍寺・妙見堂

本龍寺・幕吏大友翁史蹟

大友公園
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法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
五
月

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

一
般
財
団
法
人
Ｊ
Ｒ
北
海
道
文
化
財
団＞

北
海
道
鉄
道
技

術
館http://w

w
w.jrh-zaidan.or.jp/business/page01.

htm
l

・　

札
幌
市
南
区
役
所＞

藻
岩
犠
牲
者
の
碑

https://w
w

w.city.sapporo.jp/m
inam

i/ishibum
i/

chiku0102.htm
l

・　

札
幌
市
役
所＞

さ
っ
ぽ
ろ
・
ふ
る
さ
と
文
化
百
選

http://w
w

w.city.sapporo.jp/shim
in/bunkazai/

furusatobunka.htm
l

・　

札
幌
軟
石
情
報
発
信
サ
イ
ト

https://sapporonanseki.jim
dofree.com

/

・　

日
蓮
宗
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト＞

妙
見
山
本
龍
寺

https://tem
ple.nichiren.or.jp/9021005-

honryuji/

・　

ぽ
す
と
か
ん
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

https://w
w

w.postokan.com
/

・　

北
海
道
遺
産

https://w
w

w.hokkaidoisan.org/

・　

北
海
道
電
力
（
ほ
く
で
ん
）＞

水
力
発
電
所

https://w
w

w.hepco.co.jp/energy/w
ater_pow

er/
index.htm

l

・　

よ
う
こ
そ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ＞

石
山
緑
地

https://w
w

w
.sapporo.travel/spot/facility/

ishiyam
a_green_space/

※　

最
終
閲
覧
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
一
年
一
月
一
五
日
。

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

機
会
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

企
画
が
今
後
も
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
扱
っ
た
第
四
一
回
文
学
歴
史
探
訪
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
主
催
団
体
で
あ
る
労
文
協
の
会
報
『
労

仂
文
化
』
第
二
八
五
号
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
発
行
）

に
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
関
係
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）　
「
北
海
道
遺
産
」
は
、
選
定
主
体
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
北
海
道
遺
産
協
議
会
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

「
北
海
道
の
豊
か
な
自
然
、
北
海
道
に
生
き
て
き
た
人
々

の
歴
史
や
文
化
、
生
活
、
産
業
な
ど
、
各
分
野
」
の
、「
次

の
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
有
形
・
無
形
の
財
産
の
中
か

ら
」、「
道
民
参
加
に
よ
っ
て
選
ば
れ
」
た
「
北
海
道
民
全

体
の
宝
物
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
二
一
年
一
月
現
在
の
選
定
件
数
は
、
第
一
回
選
定

分
二
五
件
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
二
日
）、
第
二
回
選

定
分
二
七
件
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
二
日
）、
第
三
回

選
定
分
一
五
件
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
日
）、
計
六
七

件
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
札
幌
市
に
関
係
す
る
も
の
は
、「
道
内
各
地
」

の
扱
い
の
も
の
（
一
〇
件
）
を
除
く
と
、
以
下
の
七
件
。

す
な
わ
ち
、
第
六
号
「
北
海
道
大
学
札
幌
農
学
校
第
二
農

場
」、
第
一
五
号
「
路
面
電
車
」（
函
館
市
と
と
も
に
）、

第
三
三
号
「
開
拓
使
時
代
の
洋
風
建
築
」、
第
三
四
号

「
札
幌
苗
穂
地
区
の
工
場
・
記
念
館
群
」、
第
五
九
号
「
大

友
亀
太
郎
の
事
績
と
大
友
堀
遺
構
」、
第
六
〇
号
「
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｐ
Ｍ

Ｆ
）」、
第
六
一
号
「
札
幌
軟
石
」。

（
２
）　
「
さ
っ
ぽ
ろ
・
ふ
る
さ
と
文
化
百
選
」
は
、
札
幌
市
役

所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
説
明
に
よ
る
と
、「
昭
和
六
三
年

に
札
幌
市
創
建
一
二
〇
年
を
記
念
し
、
北
国
の
生
活
の
息

吹
き
と
開
拓
の
労
苦
を
伝
え
る
身
近
な
文
化
遺
産
を
再
発

見
し
、
市
民
自
ら
の
手
で
こ
れ
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
建
物
四
六
件
、
遺
跡

二
六
件
、
街
並
み
一
九
件
、
用
具
五
件
、
ま
つ
り
・
行
事

な
ど
四
件
の
計
一
〇
〇
点
を
選
定
」し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

藻
岩
発
電
所
の
基
本
情
報
は
、
北
海
道
電
力
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
掲
載
情
報
に
よ
る
。

（
４
）　

北
海
道
鉄
道
技
術
館
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
苗
穂
工
場
の

敷
地
内
に
あ
る
鉄
道
関
係
の
資
料
館
で
あ
る
。
北
海
道
鉄

道
技
術
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
発
足
し
た
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）

年
二
月
に
開
設
さ
れ
た
。
館
内
外
に
は
、
機
関
車
等
の
実

物
や
車
両
の
運
転
台
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
北
海
道
の
鉄

道
に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
入
場
無
料
。
開

館
日
が
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日
の
み
と
限
定
さ
れ
て
い

る
。

　

な
お
、「
Ｊ
Ｒ
苗
穂
工
場
」
は
文
化
百
選
（
第
三
五
号
）

に
、
鉄
道
技
術
館
を
含
む
「
札
幌
苗
穂
地
区
の
工
場
・
記

念
館
群
」
は
北
海
道
遺
産
（
二
〇
〇
四
年
第
二
回
選
定
分
、

第
三
四
号
）
に
そ
れ
ぞ
れ
選
定
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

北
海
道
労
働
文
化
協
会
事
務
局
「
第
四
一
回
全
道
勤
労
者

文
学
歴
史
探
訪
記 

さ
っ
ぽ
ろ
文
化
遺
産
の
再
発
見
」（『
労

仂
文
化
』
第
二
八
五
号
三
～
八
頁
所
収
）
一
般
社
団
法
人
北

海
道
労
働
文
化
協
会
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月

・　

正
木
浩
司
「
大
友
亀
太
郎
の
事
績
と
札
幌
村
の
生
活
史
を

伝
え
る

－

「
札
幌
村
郷
土
記
念
館
」
を
訪
ね
て
」（『
北
海
道

自
治
研
究
』
第
六
一
六
号
二
六
～
三
一
頁
所
収
）
公
益
社
団


